
R3/３/26
令和2年度 第2回岡山県地区防災計画等作成推進協議会

令和元年度 地区防災計画作成モデル事業
成 果 報 告
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城西まちづくり協議会



2

津山市城西地区

ゼロから防災の取組みをスタート

（内閣府地区防災計画作成モデル事業）

H２８．１１～H２９．３（全4回）



城西地区の災害リスクの把握

第１回

・ 地区防災計画の概要説明
・ 「地域で協力したほうがいいこと」についてのグループ討議

災害時の課題のイメージづくり第２回

・ 地震で怪我をしないために～我が家と地域で備えよう
・ クロスロード・ゲーム（災害時における「困った状況」の体験）
・ ゲームの振り返りと教訓の抽出

地域の危険や資源を知る第３回

・ 地区で想定される災害について話し合い
・ 町内会ごとに、災害図上訓練（DIG）で地域の災害に対する強み・弱みを抽出

災害時のルールづくりに向けて

第４回

・ 城西地区としての災害時ルールの検討
・ 各町内会のアクションプランの検討（各町内会で今後実行する事項の検討）



H29年度より 地区防災計画作成に向け自主活動スタート

H29年 年間計画

・まち歩き（7月）

・防災マップ作り

・防災訓練（11月）

・避難所運営ゲーム（3月）
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H30年 年間計画

・緊急連絡網つくり

・自主防災組織の担当者見直し

・町内別マップの見直しと活用

・防災訓練（11月）

・避難所運営ゲーム（3月）



H31年度の課題
防災防犯部会と他の部会との連携

福祉部会 ⇒ 見守り台帳

まちづくり部会 ⇒ 避難場所の拡大

２年５か月かけて学んだことを

「地域住民のもの」「災害の時に使えるもの」にする

災害時、実際に活用できる生きた「地域防災計画」とし

てまとめていく
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H31岡山県地区防災計画作成モデル地区に選定



H３１年度 地区防災計画作成に向けて

◎今までやってきたことをもう一度見直そう
◎今まで点々と活動してきたことを文書としてま

とめていこう
（災害時、誰が見ても使える生きた計画となるよう）

◎各町内の防災活動を整理し、地域住民の防災意

識を高めよう

H３１年 年間計画

・緊急連絡網確認

・自主防災組織と班の役割を確認

・町内別マップの見直しと活用（ハザードマップを活用）

・避難所のルール作り

・タイムライン作成

・個別支援計画（城西見守り台帳）活用に向けて

(福祉部会で）

・各町内の防災活動調査

・防災訓練（11月）

・避難所運営ゲーム（3月）

6



これまでの防災活動から

避難所の具体的なルールや各班の役割がだんだんできてくる

避難所のルール

① 避難所の運営について

 避難所の本部責任者は、城西まちづくり協議
会会長と防災防犯部長です。意見の集約、避
難所内の連絡などは本部を中心に行います。

 この避難所は、城西まちづくり協議会防災防
犯部会を中心に運営します。

 行政職員は自治体との連絡調整を行います。

 避難所となる施設職員（城西公民館長、西小
学校長）は施設の使い方を指導します。

 支援団体（NPO、社協など）は避難所運営を
支援します。

 町内別受付簿や避難所入所者カードに記入し
ていただいた個人情報は緊急を要する場合を
除き、外部には漏らしません。

各班の役割

①事務局
運営全般
事務処理
受付対応

②本部
指示
連絡（掲示板）
対応（地区内外避難者・マスコミ・

ボランティア・行政）
苦情処理
相談受付

➂避難誘導班
避難支援



これまでの防災活動から

行政と連携した自主防災組織としての災害対策フローとタイムライン

主な災害等の状況 津山市の体制 城西地区
防災・防犯本部の動き

個人・各町内会の動き

・大雨洪水注意報が発表さ
れ災害発生のおそれがあ
るとき

・水防団待機水位に達し、
さらに上昇が認められる
とき

準備体制 （警戒レベル2）
大雨注意報・洪水注意報（気象庁が発表）

避難に備え避難場所や経路、避難のタイミン
グなどの再確認と、避難情報の確認手段の再
確認などしてください

・暴風、暴風雪、大雨、洪
水警報のひとつ以上が発
表されたとき

初動配備 情報連絡員（津山市職員）
が来たら、公民館から本部
長、副本部長に連絡し、町
内会長と防災防犯部員に連
絡網で知らせる

（警戒レベル3）
避難準備・高齢者等避難開始（津山市が発
令）
高齢者等、避難時間を要する人（要配慮者）
やそのお世話をする人は、地域で決めた避難
所か、市の指定緊急避難所へ避難を開始して
ください。その他の人は避難のための準備を
してください

（警戒レベル4）
避難勧告・避難指示（緊急）（津山市が発
令）
速やかに避難の行動を取ってください
災害が発生する恐れが極めて高い状態等で避
難が難しいと判断した場合は、近隣の安全な
場所や、建物内のより安全な部屋へ移動する
などしてください

. 災害対策配備フロー （タイムライン）



城西地区防災計画策定 R2.19



城西地区防災計画（本編）に入れた内容

□1.城西地区防災計画の基本方針

□ 2.計画策定対象地区と避難所および策定主体

□ 3.地区の特性と予想される災害

□ 4.各町内会の強み、弱み

□ 5.城西支部自主防災防犯協議会 組織図

□ 6.城西支部自主防災防犯協議会 緊急連絡網

□ 7.災害対策配備フロー（タイムライン）

□ 8.避難所運営マニュアル

□ 9.津山市および城西地区の防災体制（電話番号）

□ 10.城西支部自主防災防犯協議会 規約
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城西地区防災計画 資料編に入れた内容

□ 1.備蓄している防災用品

□ 2.町内別受付簿

□ 3.避難所入所者カード

□ 4.西小学校（避難所）全体図

□ 5.西小学校配置図

□ 6.避難所配置想定図

□ 7.城西見守り台帳

■参考資料

＊台風１０号災害の記録

＊町内回覧したチラシ

「災害時に命を守る一人一人の防災対策」

＊津山市城西地区防災マップ
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城西地区防災計画概要版作成 R2.３



R２年度 策定した城西地区防災計画の見直し

R２年 年間計画

・地区防災計画と資料の内容見直し

・コロナ禍における避難所運営

・災害弱者避難支援（マイタイムライン作成と見守り台帳見直し）

・防災訓練（11月）

・城西版クロスロードゲーム
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第8回 城西地区防災訓練 （R2.11.２
９）15
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町内会名：

乳児 幼児 児童 大人

（１歳未満） （１歳～就学前） （小学生） （中学生～64歳） （65～74歳） （75歳以上）

人 人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 （避難所名：　　　　　　　　　　　　）

町内別受付簿（　　　　年　　　月　　　日受付分）

№
（ふりがな）

世帯主氏名
避難者合計

避難者内訳
特記事項（病人・けが人の人数等）

車種・№男性 女性

小　　計

　※　太字枠内をご記入ください

　※　この受付簿の内容は個人情報です。安否確認などの際は、避難所入所者カード等で情報提供の可否を確認してください。

高齢者

1

2

3

4

5

２．

車中泊

資料の見直し・改
良
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№ あなたは 状　　　　　況 設　　　　　問 ＹＥＳ ＮＯ 城西

1 障害者 1人では動けない 障害があることを周りに伝える？ 伝える 伝えない

2 地域住民 だんじり倉庫が地震で崩れそう だんじりをどうするか 出す 出さない

3 山側住民 高台にある避難所に他の町内の人が多数避難してきた 受け入れる 受け入れない

4 防災部員
自分の担当する近所の登録見守り援助者の様子を見に行きたいが避難所
開設のため早く避難所に行きたい

どちらの役割につくか 町内役員として要支援者安否確認 防災部員として避難所設営

5 炊き出し班 防災部員のみで調理中 避難者が調理の手伝いを希望してくれた 手伝ってもらう 初めて会う方なので断る

6 防災部員 避難所運営をしなければならない 1人暮らしで自宅周辺が気になる 自宅に残る 避難所運営する

7 駐車場誘導係 車の出入りが楽になるよう、もっと間隔を空けて整然と駐車させたい 次々車が入ってくる上、駐車場係の人員が足らない 車を制限する 人員を増やす

8 高台下に降りられない 他の人を助けに行きたいが自宅も心配 助けに行く 家にいる

9 地震で屋根が壊れブルーシートが必要。雨も降りそう。 ブルーシートの数が足りない 皆に同じ数（2枚ほど）だけ渡す 被害が大きいところにたくさん渡す

10 地域住民
浸水想定最大規模（1000年に一度）に見直され、新築したての自宅が区域
内に入ってしまった（床上相当）

浸水対策 する しない

11 受付係 城西以外の避難家族（県外在住）のうち一人38度の発熱 受け入れるをどうするか 受け入れる（車中泊含） 受け入れない

12 避難者 家の片付けをしに帰宅したいが、家に備蓄食料はない 食料だけをもらいに来た人にどう対応するか 食糧を供給する 帰宅した人には食料を渡さない

13 防災部員 災害時できるだけ多くの要支援者を安全な場所に無事に送りたい 人手が足りない 誰かを呼びに行く 急を要するので1人で対応する

14 避難所運営責任者 多数の避難者がいる 避難スペースがない 先着順 優先順位をつける

15 高台の住民 川沿いの町内が水害に遭い水・食糧が不足している 自分が常備している分を分けるかどうか 差し入れる 差入れない

16 消防団員 防災部員として協力したいが消防団としても協力したい 消防団として動くか、防災部員として動くか 防災部員の人に任せる 消防団から応援を送る

17 防災部員 トイレ利用者が多い トイレ当番を決めたい 町内で順番 利用者で当番

18 女性住民 避難所にゴミがたまっている ゴミをなるべく出さないようにしたい 避難者に呼びかける

19 薬品会社員 人を助けたい 必要な人に薬を与えなければならない 病院や倉庫に入れておく 避難者に渡す

20 町内会長 避難しなければならない 防災部員の役員となっている 避難所に詰める 町内公会堂に詰める

21 消防団員 災害時の病人や被災者発見 病人けが人の早期発見をしたい 町内単位で分担

22 炊き出し給水班 支給された非常食数が少ない ある分だけを配るかどうか 配る 配らない

23 防災部員 避難所は寒いが毛布が少ない SNSやマスコミ取材は使える状況 支援物資を募る 募らない

24
避難所に大学生が次々ボランティアしたいと訪れたが受け入れ体制はまだ
整っていない

受入れ体制が整うまで待ってもらう 一旦帰ってもらう 残ってもらう

25 防災部員 避難所に向かう途中一人暮らしの高齢者が気になった 助けるか助けないか 助けに行く 助けに行かない

クロスロードゲーム設問（城西版）


